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はじめに  

本校の児童は、明るく素直であいさつや返事を元気にしっかりとすることができる。しかし、自分の

気持ちが十分に伝えられずに友達とトラブルになったり、不登校傾向になったりする児童もいる。 

そこで令和元年度、総合教育相談室よりご指導をいただきながら「『いのちの支え合い』を学ぶ授業」

を核とした「SOS の出し方に関する教育」の指導内容・指導方法についての研究を進め、１１月には研

究発表会を開催することができた。また、不登校児童の減少も見られた。しかしまだ課題が残る面もあ

る。そこで令和２年度は、児童が昨年度までの指導により培ってきた「SOS を出したり受け止めたりす

ることができる態度」の育成を図るとともに、「自分の大切さとともに、他の人の大切さを認められる人

権感覚の育成」を目指していくことを加えた。また、「SOSを受け止められる」教職員の資質向上、教育

環境の整備に重点を置き、授業及び指導の工夫・改善の研究を行うため、今回の主題を設定した。 
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 第２学年３組 学級活動（２）指導案 

令和２年１１月１５日（金） 第３校時 

指導者      教諭    皆川 将大 

 

１ 題材  「いのちの支え合い」を学ぶ授業 ～困っている友達の力になろう～ 

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

 

２ 児童の実態と題材設定の理由 

(1) 児童の実態 

本学級の児童は、明るく元気な児童が多い。また、あいさつや返事がきちんとできる、話をしっ

かりと聞くことができる児童も多い。休み時間には、読書をしたり絵を描いたりして過ごす児童も

いるが、多くの児童が校庭で体を動かすことを楽しんでいる様子が見られる。授業時には、積極的

に挙手をし、自分の考えを発表する児童も増えてきた。学習で困っている友達や何をすればよいの

かが分からない友達に自ら歩み寄っている様子も見られるようになってきた。しかし、自分の考え

を押し付けるような言動や乱暴な言葉遣いをする児童も見られる。自分の尺度で物事を判断せず、

他者を慮っての行動や言葉遣いを多くの児童が取ることができるように繰り返し指導を行ってい

る。また、自分が言われて嬉しい言葉や友達に伝えたい言葉を決め、その言葉を使えるように声を

かけている。 

 

 (2) 題材設定の理由 

２年生になると、他人の立場を認めたり、理解したりしようとする態度や、よりよい学級生活を

築こうとする自主性が芽生えてくる。基本的生活習慣が身につき、学校での生活や学習に慣れてく

るが、新しい学習や友達・先生との関係の中で悩みを抱える児童が出てくる。なかには、悩みをど

のように解決すればよいか分からず、一人で抱え込んだり、適切に対処できなかったりする児童も

みられる。困っている友達を見かけたとき、力になるためには声をかけることが大切であることを

知り、友達のために自分に何ができるのかを考え、少しずつでも実践できるようになってほしいと

考え、本題材を設定した。 

  身近な集団の中で手助けした経験について話し合うことを通して、だれにでも困ってしまうこと

はあることや困っている友達への手助けができることに気付くようにする。また、どんな手助けが

できるかをロールプレイで身に付けることで、より自分たちが具体的に行えることを学ばせたい。

友達の様子を見て、自分ができる具体的な対処方法や解決方法を決めて実践することで、充実した

学校生活を過ごすことができるようにしたい。 

  今年度は、SSW の屋嶋先生に困った時には、大人に相談することや外部に相談する機関があるこ

とを紹介していただく。 

 

３ 評価の観点及び評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・理解 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・実践 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己の身の回りの諸課題の改善

に向けて取り組むことの意義を

自己の身の回りの諸課題を知り、

解決方法などについて話し合い、

自己の生活をよりよくするため

に、見通しをもったり振り返った
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理解し、基本的な生活を送るた

めの知識や行動の仕方を身に付

けている。 

自分に合ったよりよい解決方法

を意思決定して実践している。 

りしながら、進んで課題解決に取

り組み、他者と仲良くしてよりよ

い人間関係を形成しようとして

いる。 

 

 

４ 事前の指導 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
目指す児童の姿 

【観点】＜評価方法＞ 

１１月６日(金) 

朝の会 

 

 

手助けした経験

について考え、

事前アンケート

に記入する。 

・事前に手助けした経験について

話し合い、概略を事前アンケート

に記入させておく。 

・手助けした経験がなければ、手助

けしてもらった経験についてで

もよい。 

・児童の秘密が守られるよう、回収

方法に配慮する。 

 ・学級担任が結果をまとめ、実態

を把握し、本時の指導に生かす。 

・アンケートの趣旨を理解し、課

題について自己の生活を振り返

りながら答えようとしている。 

【主体的態度】 

〈アンケート・観察〉 

 

５ 本時のねらい 

誰にでも困ってしまうことがあることを理解し、困っている友達への力になることができるようにす

る。 

 

６ 本時の指導 

段階 児童の活動 
指導上の留意点（・） 

予想される反応（〇） 
資料 

・目指す児童の

姿 

【観点】 

〈評価方法〉 

時間 

(分) 

導 

入 

課 

題 

の 

把 

握 

 

つ 

か 

む 

 

１ 今までの生活の中

で、自分が困った時

にどうしたかを振り

返る。 

 

①助けてもらった時の

こと 

 

 

 

 

・困った時の対応についておさ

える。 

・事前アンケートを活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書① 

 

 

 

 

 

・これまでの自

分の経験を振

り 返 っ て い

る。 

【主体的態度】 

〈発言〉 
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【予想される反応】 

〇ころんだとき 

○ないていたとき 

○べんきょうがわからないとき  

○わすれものをしたとき 
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②助けてもらった時の

気持ち 

 

 

 

 

 

 

２ 学校生活の中で、

友達を助けた経験に

ついて振り返る。 

 

 

①どんな時に助けたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

②どうしてその友達を

助けたのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・助けてもらった時の気持ちを

共有できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・小さなことでもよいので、日常

生活の中での経験を率直に出

せるようにする。 

・思いつかない場合は、具体的な

場面を例に出し、想起しやすい

ようにする。 

・事前アンケートを活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

・困っている友達に気が付いた

こと、助けるために行動に移し

たことを認め、自己肯定感を高

められるようにする。 

・自分本位の助けやおせっかい

ではなく、「困っている友達を

助ける」視点で考えられるよう

に、事前アンケートを提示しな

がら進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

原 

因 

の 

追 

３ 課題を知る 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書③ 
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こまっている友だちの力になろう 

【予想される反応】 

○やさしい 

○ありがとう 

○うれしい 

○自分もたすけたい 

【予想される反応】 

〇ないているとき 

○こまっているとき 

○ころんでいるとき 

○わすれものをしているとき 

【予想される反応】 

〇ないていたから 

○かなしそうだったから 

○こまっていそうだから 
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究 

 

さ 

ぐ 

る 

 

４ 場面絵を用いて、

困っている友達の力

になるためにはどう

すればよいか、話し

合い、実践する。 

 

（１）場面１「算数の授

業で困っている様子」に

ついて話し合う。 

 

 

 

（２）場面２「水をこぼ

して困っている様子」

について話し合い、実

践する。 

・となり同士で話し合わせる。 

・具体的な場面を想起させなが

ら取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面絵① 

板書④ 

 

 

 

 

場面絵② 

板書⑤ 

解 

決 

方 

法 

等 

の 

話 

合 

い 

 

見 

つ 

け 

る 

 

５ 困っている友達を

助けるための、声掛

けのポイントについ

て、話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

６ ペアで「困ってい

る友達への声のかけ

方」を実践する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面絵③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・困っている友

達への対応を

理 解 し て い

る。 

【知識・理解】 

〈発言〉 
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（場面３） 

〇休み時間に、机で下を向いて暗い顔をしている友達がいます。 

友達：（おなかをいたそうにする・・・） 

自分：「どうしたの？大丈夫？」 

友達：「ありがとう。お腹がいたい。」 

 

【予想される反応】 

○やり方を教える 

○ヒントを教える 

○困っていることを先生に言

う 

 
【予想される反応】 

○手伝おうか？ 

○どうしたの？ 

○先生に言おうか？ 

【予想される反応】 

○だいじょうぶ？ 

○どうしたの？ 

○先生に言おうか？ 

＜そのときのアドバイス＞ 

・いつもと違う様子に気づく。 

 

・友達に声をかける。 

 
・話を一生懸命に聞く。 

 表情が暗い 

元気がない 

頭やお腹を痛がる 

 

 「どうしたの？」 

「だいじょうぶ？」 

 

視点① 



6 

 

終

末 

個 

人 

目 

標 

の 

意 

思 

決 

定 

 

決 

め

る 

７ 友達の力になるた

めにどのように行動

すればよいか、意思

決定し、発表する。 

 

 

 

 

 

 

８ 自分たちで解決で

きない時はどのよう

に行動すればよいか

を知る。 

・困っている友達を見た時に自

分ができる具体的な行動につ

いて考えさせる。 

・ワークシート１に自分ができ

る行動を記入させる。 

 

 

 

 

 

・DVDを流す。 

・解決できない時には大人に相

談することを知り、いろいろな

相談機関があることを紹介す

る。 

・名前を言わなくても相談でき

たり、２４時間聞いてくれたり

する電話相談があることを知

らせる。 

 

 

ワーク

シート

１ 

 

板書⑦ 

 

 

 

 

 

DVD 

 

ワーク

シート

２ 

 

板書⑧ 

・困っている友

達を見たとき

に自分ができ

る対応を考え

ている。 

【思考・判断・実

践】 

〈発言・ワークシー

ト〉 

 

・日常生活と結

びつけ、今後

の生活に生か

そうとしてい

る。 

【主体的態

度】 

〈ワークシー

ト〉 

15 

 

 

７ 事後の指導 

日時 児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法 

11 月 13 日

(金） 

  ～ 

11 月 19 日

（木） 

 

・ワークシートや帰り

の会の「友達のいい

ところ探し」で、振

り返りを行う。 

・取組の状況を評価したり

（週に１回程度）、必要に

応じて個別指導を行った

りして、意欲が続くように

する。 

・困っている友達に対し、

自分ができることを考

え、進んで実践している。 

【思考・判断・実践】 

〈ワークシート・発言・観

察〉 ・教室の掲示物を確認

し、必要な時に活用

する。 

・相談機関紹介プリントを掲

示することで、必要な時に

活用できるようにする。 
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協議会まとめ ２年「『いのちの支え合い』を学ぶ授業」 

〈成果と課題〉 （○成果 ●課題） 

○「困っている友達がいたら声をかける」という目標を全員が達成することができた。 

○困っている友だちがいたら助けようとする児童が増えた。 

○困っている友だちに、声をかける方法を意識する児童が増えた。 

○ロールプレイによって子どもたちが具体的な場面を意識することができた。 

○SSWの屋嶋先生からのビデオメッセージがあり、児童が外部の機関を知ることができた。 

○事後指導や帰りの会の振り返りを使い、児童が困っている場面を意識させた。 

●困っている友だちに声をかけることは理解できたが実践することが出来ない。 

●困っていることを子どもにどう意識させるか。（児童が日常の困り感を見つけるにはどうしたらよい

か。） 

●ロールプレイにどのように必要感を持たせるか。 

●意思決定の時間を十分に確保した方がよい。 

●一人での授業は困難。役割分担をした方が、子どもの理解が深まる。 

●困っている友達の見つけ方は担任以外の先生が話した方がよい。（養護教諭、SSWなど） 

〈指導講評〉千明校長先生より 

・難しい。見たことがない内容の授業。深い内容のもの。 

・学級経営が素晴らしい。児童の役割を把握し、メリハリの良さが日頃から学級経営でできている。 

・個に応じた支援がよかった。相談しやすい雰囲気を作り出すことができていた。先生に相談しやすい 

雰囲気を作ることが重要。 

・教師が話しすぎていた。児童が活躍する場面が少なかったように見えた。 

・困っている雰囲気がないのにロールプレイが必要かどうか。ロールプレイに意味があるのか。ロール

プレイから気づきがあるのか。場面③を見て、どんなことが必要か考えさせた上でロールプレイをし

た方が効果的であった。ロールプレイをしている時に、だまってしまう子どもがいた。そのような児

童の支援こそ必要。（だまってしまうことが困っている）また、ふざけている児童もいる。ふざけてし

まうのは仕方ない内容なのかもしれない。場面やその状況の認識がない。 

・事後指導が大切なのではないか。１週間の実践後の話し合いが重要である。今のままでは、子ども達

に落ち切っていない。実践をさせてみて、課題を改めて提示するとより子ども達に落ちるのではない

か。その際には、アンケート結果を見せて気づいたことを話し合うと良い。 

・スクールソーシャルワーカーの屋嶋先生が２年生の児童に知られている。屋嶋先生は困っている人を

見つけるのが上手。屋嶋先生に困っている人を見つけるポイントを聞くと、良かったのではないか。

（映像での出演を含め）どんなふうに助けているのか、表情もどこを見ているのか、うつむき加減も

含め、見つけるポイントを、より詳しく話してもらえるとよい。 

・学年に応じて話をした方がよい。複数の視点で子ども達を支えていることを伝える。 

・ブロックでどこのレベルまで行うのがよいのか、系統性をもたせる必要がある。 

・なぜ SOSの出し方を求められているのか、背景、目的、取り組み内容を確実におさえる。保健、道徳

などすべての教育活動で行うことができる。日ごろからの授業１時間１時間が大切である。 
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第３学年３組 学級活動（２）指導案 

令和２年１１月１３日（金） 第５校時 

指導者     教諭    綱川 綾子 

                              養護教諭   齋藤みどり 

 

１ 題材       「いのちの支え合い」を学ぶ授業 ～いやな気持ちを つたえよう～ 

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度

の形成 

 

２ 児童の実態と題材設定の理由 

 (1) 児童の実態 

本学級は、元気で明るい児童が多く、休み時間もレクレーション係を中心に遊ぶ内容を決めて、外

遊びを週に一度行っている。進級して、５カ月が過ぎ、クラスの団結力も少しずつ高まってきている。

クラスの友達が泣いていたら話を聞いてあげたり、休んでいた次の日に、授業内容を教えてあげたり

という微笑ましい姿が見られる。しかし、いやなことがあった時に担任には言えても、相手に直接「い

やだ」という気持ちを言い出すことができない児童もいる。 

事前アンケートでは、「いやだったことはありますか」という質問に対し、「ある」と答えた児童が

５８・６％、「ない」と答えた児童が４１・４％であった。そして、いやな出来事の内容で一番多かっ

たのは、「友達にいやなことを言われた」で８１・３％であった。 

また、「いやな気持ちを伝えられましたか」という質問に対し、「はい」と答えた児童が５３・７％、

「いいえ」と答えた児童が４６・３％であった。この結果から、いやな出来事を経験していても、「い

やだ」と相手に言い伝えることのできる児童が少ないことが分かる。 

そこで、本授業を通して、いやな気持ちになった時に「いやだ」と伝えることの大切さや相談の仕

方を理解させたい。また、具体的にいやな気持ちになった時には「いやだという気持ちを伝える」「い

やな理由を伝える」「どうしてほしいか願いを伝える」の３段階の話し方で伝える方法を知り、今後の

学校生活で実践できるようにしていきたい。 

 

 (2) 題材設定の理由 

中学年になると、友達との関わりも広がり集団の一員としての自己を見つめることができる児童が

増えてくる。一方で、友達との関わりが増えた分、様々な場面で自分と異なる意見や感情に触れ、ど

のように対応したらよいか分からず、悩む児童もいる。理由を明確にして自分の考えを伝えたり、悩

みを抱えたときには相談したりすること、困ったときには大人に知らせることが大切であることなど

について知り、心身ともに健康でよりよい自己の成長につながるよう、本題材を設定した。 

人との関わりの中で、いやな思いをしてしまうことは誰にでも起こることであることや、人によっ

ていやなことの感じ方等に違いがあることに気付くようにする。また、いやな思いを伝えるためには

言葉で伝えることが大切であることや、伝えにくい時には身近な人や大人に相談することが大切であ

ることを知り、自分に合った具体的な対処方法や解決方法を決めて実践することで、充実した学校生

活を過ごすことができるようにする。 

また、いやな気持ちを全く伝えない場合、心身にどのような影響を及ぼすかということも伝え、心

身共に健康で安全な生活態度の形成をしたい。 
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３ 評価の観点及び評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・理解 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・実践 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関する

諸課題の改善に向けて取り組むこ

との意義を理解し、よりよい生活を

送るための知識や行動の仕方を身

に付けている。 

日常生活への自己の適応に関する

諸課題に気付き、解決方法などにつ

いて話し合い、自分に合ったよりよ

い解決方法を意思決定して実践し

ている。 

自己の生活をよりよくするために、見通

しをもったり振り返ったりしながら、意

欲的に課題解決に取り組み、他者と協力

し合ってよりよい人間関係を形成しよ

うとしている。 

 

４ 事前の指導  

日時 
児童の活

動 
指導上の留意点 

目指す児童の姿 

【観点】＜評価方法＞ 

11月２日

（月） 

朝の会 

 

 

事前アン

ケートを

行う。 

・自分の考えを書きやすいように配慮す

る。 

・日常生活の中での出来事を想起して答

えられるよう、具体的場面を示す。 

・児童の秘密が守られるよう、回収方法

に配慮する。 

・学級担任が結果をまとめ、実態を把握

するとともに、本時の指導に生かせる

よう表やグラフにまとめる。 

・アンケートの趣旨を理解

し、課題について自己の

生活を振り返りながら

答えようとしている。 

【主体的態度】 

〈アンケート・観察〉 

 

５ 本時のねらい 

人との関わりの中で、いやな気持ちになることは誰にでも起こることであることを知り、自分の思い

を伝えたり知らせたりすることができるようにする。 

６ 本時の指導 

段階 児童の活動 
指導上の留意点(・) 

予想される反応(○) 
資料 

・目指す児童の

姿 

【観点】〈評価方

法〉 

時間 

(分) 

つ

か

む 

課 

題 

の 

把 

握 

１ これまでの経験

から、学校生活の

中で友達との関わ

りについて話し合

う。 

 

①最近、友だちとの

関わりの中で、良

かったなと思った

・事前アンケートを活用する。(Ｔ

１) 

・小さなことでもよいので、日常

生活の中での経験を率直に出

せるようにする。(Ｔ１)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 

【予想される反応】 

〇一緒に休み時間に遊ぶことがで

きて楽しかった。 

〇勉強で分からないところを、友だ

ちが教えてくれてうれしかった。 
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こと、楽しかった

ことを話す。 

 

 

 

 

 

②事前アンケートの

結果からいやだな

と思ったこと、つ

らかったことを知

る。 

 

 

・事前アンケートの結果をもと

に、気持ちが言えたり言えなか

ったりと行動の仕方も人それ

ぞれであることに気付かせる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前の

アンケ

ートの

集計結

果 

 

 

 

さ

ぐ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原

因

の

追

究 

２ 友人関係の悩み

を取り上げ、自分

だったらどうする

かについて考え、

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「いやな思いをしてしまうのは

だれにでもあること」「いやな

ことの感じ方は人によって違

うこと」「自分の気持ちは自分

が一番わかっていること」を確

認する。(Ｔ１)資料掲示(Ｔ２) 

・嫌なことがあった時、これまで

自分はどうしていたのか想起

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・事前アンケートの集計結果で、

相手に嫌だと伝えられた児童

が少ないことを取り上げなぜ、

伝えられなかったのか原因を

さぐる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでの自

己の経験から

想起した対応

を 考 え て い

る。 

【知識・理解】 

〈発言〉 

 

5 

友人関係の悩み  

 仲がよかった友だちから、名前をあだ名でよばれた。自

分は、名前をあだ名で呼ばれると悲しい気持ちになる。 

【予想される反応】 

○内緒話をして、教えてくれない。 

〇いやなこと(悪口)を言われた。 

【予想される反応】 

〇友だちや先生に相談する。 

〇お家の人に相談する。 

〇気にしないようにする。 

〇がまんする。 

〇いやだという。 

【予想される反応】 

〇怖くて勇気が出ない。 

〇いやだといっても聞いてくれな

い。 

〇仕返しをされそう。 
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課題を知る。 

 

 

 

 

 

・いやな気持ちをそのままにした

場合、心身にどのような影響が

あるのかを気づかせる。 

・今日の課題を確認する。(Ｔ２)  

・資料掲示(Ｔ１) 

 

 

見

つ

け

る 

解 

決 

方 

法 

等 

の 

話 

合 

い 

３ 「いやだ」という

気持ちを伝えるに

はどんな言葉で伝

えたらよいか考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ロールプレイの悪いモデルを児

童に見せ「いやだ」という言葉

だけで相手に伝わるかどうか

児童に想起させる。 

Ｔ１・・・本人役 

(いやな気持ちを伝える役) 

Ｔ２・・・友達役 

・「いやだ」という言葉だけでは、

相手に伝わらないことをおさ

えた上で、その他にどんな言葉

を言えば相手によりよく伝わ

るかを考えさせる。 

・書く活動を通し、児童に考えさ

せる。 

・書く前に書き方のアドバイスと

して「いやと伝える」「理由」「願

い」の３つに分けて吹き出しに

それぞれ書くようにしっかり

説明する。 

机間支援１・２号車(Ｔ２) 

机間支援３・４号車(Ｔ１) 

・児童に発表させ、考えを全体で

取り上げ相手への伝え方をお

さえる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

人形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート

１(表) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

いやな気持ちを つたえよう  

  

【予想される言葉】 

○「いやだ。」だけでも伝わる。 

○「いやだ。」だけでは、どうし

ていやなのか分からない。 

○「前のよびかたのほうがいい

な。」 
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４ ペアで「いやだ」

という気持ちを伝

える練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ロールプレイのよいモデルを児

童に見せ、次の活動の見通しを

持たせる。 

Ｔ１・・・本人役 

(いやな気持ちを伝える役) 

Ｔ２・・・友達役 

・練習をする前に、ロールプレイ

の際のアドバイスを教師から

伝える。 

【気をつけるとよいこと】 

☆相手の目を見てしっかり伝

える。 

☆相手に自分の気持ちがうま

く伝わるように、様々な言葉

を使って伝える。 

☆伝える側、答える側それぞれ

工夫して一言添えるように

言うことで、思い切って勇気

を出して言って良かったと

いう気持ちになれるやり取

りができるようにする。 

・ロールプレイが上手にできたペ

アに発表させ、良いところを全

体に広めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・伝える力をつけるために、ペア

を変えて２回ロールプレイを

行い、活動回数が増えるように

する。 

・ワークシート１にロールプレイ

で自分の気持ちを伝えてみて

感じたことや考えたことを書

かせ、発表させる。 

 

人形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート

１(裏) 

 

【予想される反応】 

○その呼び方はやめてほしい。 

○▲▲って呼ばれると悲しい気

持ちになるからやめてくれ

る？(理由) 

○■■の呼び方のほうがいい

な。(願い、代案) 
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５ 自分の気持ちを

伝えるときに気を

付けるとよいこと

の話を聞く。 

 

 

机間支援１・２号車(Ｔ２) 

机間指導３・４号車(Ｔ１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○『勇気を出して「いやだ」と伝

える』、「どうしていやなのか、

理由を伝える」「自分はどうし

てほしいかを伝える」ことをお

さえる。 

・課題に対するまとめをする。(Ｔ

２) 

・資料掲示(Ｔ１)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決

め

る 

個 

人 

目 

標 

の 

意 

思 

決 

定 

６ 困った時にはど

う伝えるか意思決

定をし、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 相談機関につい

ての案内を聞く。 

 

 

 

 

 

・いやなことがあった時、どんな

伝え方ができそうかをワーク

シート１に書いて振り返るこ

とができるようにする。 

・実践への意欲が高まるような内

容の話や言葉かけをする。 

机間支援 １・２号車(Ｔ2) 

机間支援 ３・４号車(Ｔ1) 

 

 

 

 

・自分のいやな気持ちを相手に伝

えることは、とても大切なこと

であるが、どうしても困った時

には、一人で悩まずに、友達に

相談したり、大人に知らせたり

することも重要であることを

伝える。 

ワーク

シート

１（裏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート

２ 

・いやな思いを

した時に、本

時の学習内容

を意識して日

常生活と結び

付け、実践に

向けて行動し

ようとしてい

る。 

【思考・判断・実践】 

〈ワークシート・発表〉 

10 

【予想される反応】 

○言えてよかった。ほっとした。 

○気持ちを伝えてすっきりし

た。 

○相手がきちんと聞いてくれた

からよかった。 

○ごめんねと言ってくれてよか

った。 
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８ 今日学んだこと

を確認する。 

・学校以外にも相談できる専門の

機関があることを知らせる。 

・名前を言わなくても相談できた

り、２４時間相談できたりする

電話があることも知らせる。 

・写真を使い、ＳＳＷ屋嶋先生を

紹介する。(Ｔ２) 資料掲示

(Ｔ１) 

 

・学んだことを活かしてこれから

も生活していけるよう励ます

声掛けをする。 

・「太田小３年生 友達を笑顔に

する言葉」などを使うといいと

言うことを伝える。 

 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 事後の指導 11月 27日(金) 

日時 児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

11月13日(金) 

～ 

11月27日(金) 

調査 

 

・意思決定した内容の振

り返りを行う。 

・取組の状況を評価したり、必要

に応じて個別指導を行ったり

して、意欲が続くようにする。 

・いやな思いをしたときに、

本時の学習内容を意識し

て行動しようとしてい

る。 

【思考・判断・実践】 

〈発表・観察〉 

・教室の掲示物を確認し、

必要な時に活用する。 

・相談機関の紹介を掲示すること

で、必要な時に活用できるよう

にする。 

 

※懇談会や学級通信等で授業の様子や児童の感想等を紹介したりして、授業のねらいを保護者に理解し

てもらい、悩みへの適切な対処が家庭でも実践できるようにする。 
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協議会まとめ   ３年「いのちの支え合い」を学ぶ授業～いやな気持ちを伝えよう～ 

〈成果と課題〉 （○成果 ●課題） 

＊視点①「自分を大切に、相手も大切に 互いを認め合える児童の育成」について 

○教師がモデルになっていて分かりやすかった。 

○昨年の学習の流れが生きて、ロールプレイがスムーズに行われていた。 

○話型にとらわれないでロールプレイを続けている児童がいた。 

●あだ名を考えさせるのはいいのかどうか。児童は迷っていた。また、人間関係プログラムのように約

束を決めておくと、ロールプレイ中とそれ以外のけじめがあってよいのではないか。 

●ロールプレイの振り返りの時間があるとよい。 

●実体験に基づく悩みだとよりよいのではないか。児童の中で「あだ名」があまり問題になっていない

ように感じた。 

 

＊視点②「自分の考えや気持ちを自分の言葉で伝え合える児童の育成」について 

○ねらいに沿った回答が児童から出ていた。 

○児童が自分の言葉を付け加えたり、自分の言葉に置き換えたりできていた。 

○児童からの言葉として、きちんと「いやだ」と言えていた。また、ロールプレイの中で「ごめんね」

などが自発的に言えていた。 

○いやな気持ちを伝える際の言葉遣いやイントネーションを工夫して言えていた。 

○掲示が分かりやすくてよかった。掲示物があることでテンポよく要点をおさえて進められていた。 

●導入が早く、見通しをもつほど考えられていなかった。 

●ワークシートをどう書いたらよいか分かっていない児童がいた。 

●ロールプレイの途中に、よい児童の発表を全体で共有してからまたやってみるという時間があっても

よかった（つまずいているペアの支援になるため）。 

●板書の吹き出しの中は、ホワイトボード等でその場で書けるようにすると児童の発言を書くことがで

きる。 

 

〈指導講評〉石井教頭先生より 

・①ひどく落ち込んだ時には相談する、②友達に死にたいと相談されたら大人に相談する、③自殺予防

に関する相談機関を知っておく ことが重要である。 

・Ｔ１（担任）とＴ２（養護教諭）の打ち合わせがよくできていた。児童は特別感をもって集中して取

り組んでいた。また、養護教諭の話に説得力があった。 

・日常生活に活用できるスキルを身に付けることができた。 

・机間指導がきめ細やかで、児童の気持ちを見とることができていた。 

・話合い活動３の学習過程は、あらかじめ掲示しておくと児童が見通しをもてる。 

・ワークシート等、児童に考えさせる活動は、時間の目安を伝えておくと取り組みやすかった。 
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授業研究部まとめ 

活動報告 

 第１回打ち合わせ  「研究の視点」の検討 

            

 

 

 

 第２回打ち合わせ  ２，３年の授業における共通の学習活動の検討 

           ・言語環境を整える 

            →児童に日常生活で使わせたい言葉の掲示 

           ・視点に関して 

           「互いを認め合える児童の育成」…児童が発言した時に反応できるようにする。 

           「自分の考えを伝え合える児童の育成」…自分の考えをもつことができるよう、 

                              授業内で十分に時間をとる。 

 

 第３回打ち合わせ  言語環境を整えるための掲示物作成に向けて 

           「太田小学校○年生 友達を笑顔にする言葉」 

           ＊各クラスで話し合い、学年の合言葉を決定。教室掲示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○成果 

・研究の視点を意識して授業を考えることができた。 

・言語環境の整備の一環として「友達を笑顔にする言葉」を教室に掲示し、日常化を図った。授業や生

活の様々な場面で、掲示に触れることができた。本時の授業以外でも、児童が言葉を意識して使う回

数が増えた。 

 

●反省や課題 

・言葉だけでなく、身振りも合わせた表現の大切さも伝えていきたい。 

・代表委員会の活動を通して、学校としての「友達を笑顔にする言葉」を決めることで、全児童・全教

職員で取り組むことができる。 

＊自分を大切に 相手も大切に 互いを認め合える児童の育成 

＊自分の考えや気持ちを自分の言葉で伝え合える児童の育成 
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調査紀要部まとめ 

・活動報告   

 調査紀要部では、昨年度からの研修の成果がどの程度児童に定着しているか、また今年度の指導を受

けた児童の意識の変容を明らかにするために、１～６学年を対象としたアンケートを行った。第１回は、

７月に行い、第２回目は１１月の「『いのちの支え合い』を学ぶ授業」後の１２月に行った。 

 

  【アンケートの結果と考察】 

① あなたは、困ったことがあったら誰かに相談することができますか。（SOSを出す） 

                        （考察） 

                        本校児童の約９割は、「困ったことがあっ 

たら誰かに相談することができる。」と回答 

していることから、昨年度よりの指導が児童 

に定着していると考えられる。一方で約１割 

の児童は、SOSを出すことに対して自信のな 

さが伺えた。この実態からも、「SOS を出す」 

だけではなく、「SOSを受け止める」視点での 

学習も同時に重要であると考えることができ 

る。 

 

 

 

② 友達が困っていたり、元気がなかったりしたらどうしますか。（SOS を受け止める） 

「声をかける」「見守る」「誰かに相談する」「その他」と、友達の SOSを受け止めてその後の行動を

選ぶ質問では、調査人数 587人に対して、いずれかの回答を選択した数は 803であった。 

（考察）平均で児童一人当たり、1.4 項目を選択したことと考えられるため、本校児童は、友達の

SOS をそのままにせずに、声をかけたり、見守ったり相談したりしながら受け止めている

ことが分かった。 

③ 相談できる人は誰ですか。（複数回答） 

担任の先生、その他の先生、お父さん、お母さん、友達、その他 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

89%

11%

※全学年、２回の合計の割合 
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（考察） 

 第 1回目のアンケートで、相談できる人として選択した数が第 2回目の授業後のアンケートでは、そ

の数が増えていることがわかる。特に低学年の伸びが大きかったのは、「いのちの支え合い」の授業を通

して、相談できる人がたくさんいると理解できたことが伺える。昨年度の学習を通して学んできた高学

年は、1回目のアンケートの時から回答数が多かった。また、授業後の第 2回のアンケートでは、「その

他」を選んで、具体的に「教育相談の先生」や「スクールソーシャルワーカーの先生」の名前や「教育

相談室」などの施設名が記入されている回答が増えた。授業を通して、より理解が深まったと考えるこ

とができる。 

 

④ 「自分の大切さとともに、他の人の大切さを認められる」視点の質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考察） 

 アンケートの結果から、どの質問に対しても肯定的な回答が約 9 割以上となっており、本校児童は、

自分や他の人の大切さを感じたり、他の人からも認められたりしているという実感をもっていることが

分かった。しかし、約 1割の児童は、「自分を大切だと思わない」「大切にされていない」など自分の存

在意義を肯定的に考えていないという実態も分かった。 

 

〇成果 

 ・アンケートを 2回に分けて行うことにより、昨年度からの実践による定着の様子や今年度の取組に

よる児童の変容を明らかにすることができた。 

 ・本校児童の実態を把握することができ、研修内容の必要性が明らかになった。 

●課題 

 ・記名アンケートとして、「心と生活のアンケート」とリンクさせた方がよかった。 

・アンケート①、④に見られるように、気になる回答をした児童に対して、教員側は注意深く見守っ

たり校内の体制を整えたりする必要がある。 
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環境整備部まとめ 

・活動報告 

人権標語掲示による児童への啓発 

＜人権標語に各学級で取り組み、学年ごとに廊下・階段に掲示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜さいたま市人権啓発標語、学年代表・学級代表の人権標語をアートステージに掲示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

昼のテレビ放送で全校児童へＳＣ、ＳＳＷ、さわやか相談員を紹介 

＜テレビ放送＞ 

 

 

 

 

 

 

○成果 

 ・人権標語では、各クラスでＳＯＳを出したり受け止めたりすることを意識しながら取り組んだ。全

校児童で人権標語に取り組み、全員の作品を掲示したことで、人権を尊重することの意識を高める

ことができた。 

・ＳＣ・ＳＳＷ・さわやか相談員からのテレビ放送を行い、困ったときに児童が相談することができ

る大人は担任だけではないことに気付かせ、相談する相手について選択の幅を広げることができた。 

●課題 

 ・人権標語では、掲示をしたまま見直す機会がなかった。児童一人一人が標語に書いたことについて、

掲示した人権標語の下に枠をつくり○を書いていくなど、月ごとに振り返る時間があるとさらによ

かった。 

 ・ＳＣ・ＳＳＷ・さわやか相談員の勤務についてのスケジュールや相談できる場所などを、児童が周

知できるように、児童がよく通る場所に、いくつか掲示するとよかった。 
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全体まとめ 

・今年度は昨年度から継続して行うことで、系統性をもって取り組むことができた。 

・養護教諭とのＴＴを行うことで、子どもの様子を細かく見ることができた。また、養護教諭やＳＳＷ

の話は子どもにとっても説得力があり、より理解が深まった。 

・３つの専門部に分かれたことで、様々な視点から子どもの変容を見ることができた。 

・ＳＳＷやＳＣ，さわやか相談員との連携を図ることができた。「いのちの支え合い」の授業だけでな

く、普段の生活から子どもの情報を共有することができた。 

・研究を進めた結果、不登校傾向の児童は、昨年度よりさらに減少傾向にある。 

・「ＳＯＳの出し方」は即効性があるものでもないため、一時的ではなく継続することで効果が期待され

る。今後も教育活動全体を通して児童の実態に合わせた取り組みを行っていく。 

 


